
            

  



 

 

1 松ヶ江南校区社会福祉協議会第一次計画 

 ごあいさつ 

 松ヶ江南校区では、住民みんなが安心して暮

らせる支え合いのまちづくりを目指して、地域

住民や公私の社会福祉関係者が協力して地域福

祉活動を進めてきました。特に、北九州市で平

成５年に開始されたふれあいネットワーク活動

にも平成5年より取り組み、「自分たちの地域の

福祉課題は、自分たちが解決していく」という

目的の下、見守り・助け合い・話し合いの活動

を中心に小地域福祉活動を進めてきました。 

 

 現在は、全国的に本格的な少子高齢化時代と

なり、世帯構造についても大きな変換期を迎え

ています。北九州市においても少子高齢化や、

障害を持つ人の増加、孤立死など地域の生活課

題は一層の多様化を見せており、地域福祉の重

要性の高まりが必要とされています。その中で

行政と民間団体との役割分担と協働の指針であ

る「北九州市の地域福祉２０21－２０２５」

（北九州市地域福祉計画）が行政により策定さ

れ、また行政計画と協働しながら北九州市社会

福祉協議会が中心となって地域社会の福祉課題

を解決するため「住民ふくしの元気プラン２０

21～２０２5」（北九州市地域福祉活動第六次

計画）が策定されたところです。 

 

 松ヶ江南校区においても新しい課題が生まれ

てきており、今後地域福祉活動を進めていくた

めには、地域福祉を担う各種団体がもう一度地

域の福祉課題を共有し、課題解決に向けて話し

合い、協働を生み出していく協議の場が求めら

れています。そこで、協議の場を作り、北九州

市の地域福祉計画及び地域福祉活動計画と整合

性を持ちながら、住民主導により地域福祉活動

を進めるため、新しい小地域福祉活動計画を策

定しました。 

 この計画の策定にあたりご尽力いただきまし

た本計画策定委員会委員並びにご意見をお寄せ

いただきました関係者の皆様に、感謝を申し上

げ、ご挨拶といたします。 

 

 

松ヶ江南校区社会福祉協議会 

会長 松本 征幸 
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第１章 松ヶ江南校区の現状と課題 

１ 地域社会の動向  

松ヶ江南校区の基礎データ（令和６年９月住民基本台帳） 

人 口 8,543 人 小 学 校 松ヶ江南小学校 

世 帯 数 3,967 世帯 中 学 校 松ヶ江中学校 

高 齢 化 率 28.0 ％ 活 動 拠 点 松ヶ江南自治連合会事務所 

福 祉 協 力 員 数 30 人 民生委員・児童委員数 13 人 

老齢人口 65 歳以上 2,396 人 地域包括支援センター 門司１ 

その他社会資源等 

保育園、小学校、中学校、病院、児童福祉施設、居宅介護支援

事業所、老人保健施設、有料老人ホーム、デイサービス、スー

パー、企業等 

 松ヶ江南校区は、門司区の南に位置し、小倉南区に隣接しています。山と海に囲まれ

た緑豊かな環境に恵まれた地域です。平成１５年頃から大規模な新興住宅地開発があり、

現在、子育て世代も多い校区です。平成１９年４月には門司区役所松ケ江出張所、体育

館、図書館、新門司地域交流センター、松ケ江南市民センターが複合公共施設として整

備され、利便性が向上しました。 

生活面では校区内には店舗が少ないため、住民の生活圏は小倉南区や大里方面に及ん

でいます。 

また、北九州市の特産品である「豊前海一粒かき」の生産拠点の一つである恒見漁協

があり、地域の活性化に寄与しています。 

 

２ 地域の福祉課題（及び小地域福祉活動の課題） 

松ヶ江南校区では平成 5 年よりふれあいネットワーク活動が展開されています。平成

15 年頃から大規模な新興住宅地が開発され戸建ての住宅が多く建ち、若い人口も増え

ていますが、年々高齢化率は上がっています。福祉協力員など福祉活動者の平均年齢も

高く、負担が大きくなってきている現状があります。活動者の高齢化に伴い、次世代へ

バトンを渡す時期が迫っています。そのため、若い世代の地域活動への参加・育成が課

題となっています。 

 

 

 

 

 

 

                        



 

 

 

第２章 計画策定にあたって 

１ 計画の性格 

（１）住民発信の行動計画 

この計画は、校区の様々な福祉課題を解決するために、住民や民間団体が将来の見

通しを持って計画的に活動しようとするための民間の行動計画です。 

 

（２）小地域の生活を支える計画 

 この計画は、校区に住む人たちの「生活」を支えることを活動の原点とする計画で

す。 

 

（３）北九州市及び北九州市社会福祉協議会・門司区社会福祉協議会と協働する計画 

 この計画は、北九州市及び北九州市社会福祉協議会・門司区社会福祉協議会の計画

と連携しながら地域福祉活動を進めていく計画です。 

 

（４）松ヶ江南校区社会福祉協議会の活動指針となる計画 

 この計画は、松ヶ江南校区社会福祉協議会が地域福祉推進の中核的な団体としての

方針や発展強化の道筋を明らかにする性格を有します。 

 

２ 計画の期間 

 令和７年度～令和１１年度までの５ヵ年とします。計画の期間中、地域を取り巻く

状況に大きな変化があれば、見直しを行います。 

 

３ 計画の策定経過 

 松ヶ江南校区では、地域福祉活動に取り組んでいる関係機関・団体等からの意見を

踏まえ、民間の地域福祉に関する計画を策定するため、松ヶ江南校区小地域福祉活動

計画策定委員会を令和７年２月に設置しました。数回に及ぶ協議を経て、松ヶ江南校

区小地域福祉活動第一次計画を策定しました。 

  



 

 

 

第３章 計画体系 

 

１ 体系図 

 
  



 

 

 

２ 重点実施項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

重点実施項目 住民相互の交流づくり 

１ 課題背景及び現状 

  若い世代が多い校区ですが、年々高齢化率は上がっています。校区社協関係者や

民生委員、福祉協力員など福祉活動者の平均年齢も高く、負担が大きくなってきて

いる現状があります。活動者の高齢化に伴い、次世代へバトンを渡す時期が迫って

います。そのため、若い世代の地域活動への参加が課題となっています。 

２ 活動の方針・目標 

住民相互の交流づくりをすることにより、若い世代と中高年世代が交流できる機

会を増やします。それにより、若い世代が地域活動に興味を持ってもらうように働

きかけていきます。 

３ 段階的な取り組みの年次計画 

取り組み内容 
連携する 

機関 
R７ R８ R９ R10 R11 備 考 

交流づくりの検討 
・校区社協 

・自治会 

・まち協 

・民児協 

・市民センター 

・小学校 

・PTA 

・区社協 

・行政 

 

 

    

 

行事の周知（校区だより、
市民センターだより、
PTA の発信ツール） 

 

    

 

行事の実施 

 

    

 

活動の点検・評価・見直し
と報告 

    

 

 



 

 

 

第４章 計画の推進 

 

１ 地域への計画の承認と周知 

① 校(地)区社会福祉協議会総会等を通じた社会福祉協議会活動者への計画の承認と

周知 

② 計画の実施項目を進めていく上での関係機関・団体への周知・協力依頼 

③ 計画書概要版の配布等を通じた校(地)区住民への周知 

等、計画を推進していくために、計画の広報活動を行います。 

 

２ 計画を推進するための体制 

（１）小地域福祉活動計画推進委員会の設置 

 計画を推進していくために、松ヶ江南校区小地域福祉活動計画推進委員会を設置

し、計画の進行管理を行います。 

① 関係機関・団体との連携 

② 計画内容の具体的な実施方法 

③ 進行管理の実施 

等について、委員会で協議を進めていきます。 

 

（２）計画の進行管理 

 松ヶ江南校区小地域福祉活動計画推進委員会を年数回程度開催します（当年度の

事業推進の確認、年度内における中間確認、次年度の事業確認、また必要に応じて

開催）。委員会では、PLAN（計画立案）DO（実行）CHECK（点検・評価）ACT

（改善）という PDCA のサイクルを回しながら、計画内の各実施項目の進捗状況を

把握し、うまく進行していない場合には、その原因を明らかにし、問題への対策を

立て、その対応策を実施します。 

 

（３）計画の評価 

 計画期間の中間時点では計画全体の中間見直しを、最終年度には総括評価を行い

ます。 

 

３ 第２期計画の策定 

 第１期計画の推進状況を踏まえて、第２期計画の策定時期（計画第４～５カ年

度）には新しく第２期計画策定委員会を設置し、計画策定に向けて協議を進めてい

きます。 
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松ヶ江南校区社会福祉協議会 
〒800-0114 北九州市門司区吉志新町 2-1-1  

                 松ヶ江南校区自治連合会事務所 

TEL・FAX  093-481-4455 
   

北九州市社会福祉協議会 HP   

北九州市社会福祉協議会門司区事務所 

（門司区社会福祉協議会） 
〒801-8510 北九州市門司区清滝一丁目 1 番 1 号門司区役所内 

TEL 093-331-3688  FAX 093-331-5994 

 

松ヶ江南校区 

北九州市社会福祉協議会 
〒804-0067 北九州市戸畑区汐井町 1 番 6 号ウェルとばた ８階 

（ 代 表 ）TEL 093-882-4401  FAX 093-882-3579 

（地域福祉部）TEL 093-882-4425  FAX 093-873-1351 

 


